
12きらりと光る　まち　日野町

日野町学校支援地域本部通信
　日ごろから学校支援ボランティアの皆さまには、ご協力い

ただきありがとうございます。学校支援事業も 2 年目が終

わろうとしています。

　この事業は、学校支援活動を通して子どもたちの確かな学

力と人間性の向上、地域の絆づくり、家庭と地域の教育力の

向上を図っています。子どもたちには、さまざまな体験と地

域交流の機会が増え、学校には、教育活動の可能性が広がる

といった教育効果が高まっています。

　支援活動は、まず、敬老参観日における子どもと保護者が

一緒に体験する、茶道やグラウンドゴルフ、フラワーアレン

ジメントなどの講師を務めました。学校支援ボランティアの

皆さんによる分かりやすい指導で、子どもたちは興味深く取

り組み、普段とは違った表情を見せ楽しみました。また、校

内マラソン安全指導では路上に立ち、一生懸命走る子どもた

ちを応援しながら、事故がないよう見守りました。このほか

に本の読み聞かせ、しめ縄づくり教室などの活動も支援しま

した。

　なお、学校からは樹木の剪定や除草作業などの要望も多く

ありますので、今後も学校支援ボランティアの皆さんの力を

お借りしたいと思います。よろしくお願いします。

【編集・問合せ】町学校支援地域本部（教育委員会事務局内、電話：72-2107）

フラワーアレンジメント指導

（敬老参観日）

校内マラソン大会安全指導

学校支援ボランティア募集中

できるときに、できることを！

学校からの依頼に応じて、

教育活動を支援していく「学校の応援団」です

例えば、こんなことを・・・
○学習支援▶本の読み聞かせ、自然・歴史の話、昔遊び、調理実習、書写、学習指導の手伝いなど

○環境整備支援▶花壇整備、除草作業、施設補修、庭木の剪定、田畑管理、図書整理など

○安全確保支援▶登下校の通学路の安全指導、見守りなど

○学校行事支援▶運動会補助、社会科見学補助、駅伝警備、文化祭指導など

○部活動支援▶指導

◆ボランティア登録の申し込みは、各学校、学校支援地域本部（教育委員会事務局内）などにある『学校

　応援団人材バンク』登録申込書に記入し、学校支援地域本部または各学校などに提出してください。

町民みんなで支える学校

　　　みんなで育てる日野町の子ども
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平成 26年 4月から、外来診察が一部変更となります
●医師の変更

【内　　　科】北
き た た に

谷　　新
し ん

医師　⇒　椋
む く た

田　権
け ん ご

吾医師（毎週火・金曜日）
【消化器内科】今

い ま も と

本　　龍
りゅう

医師　⇒　田
た も と

本　明
あ き ひ ろ

弘医師（毎週水曜日）
【糖尿病外来】藤

ふ じ お か

岡　洋
よ う へ い

平医師　⇒　大
お お く ら

倉　裕
ひ ろ こ

子医師（第 2・4 水曜日）
【皮　膚　科】大 学 医 師　　　⇒　柳

や な ぎ は ら

原　茂
し げ と

人医師（毎週火曜日）
●診察日の変更

【心 臓 外 科】第 2・4 土曜日（午前）　　⇒　第 1・3 火曜日（午後）

【血 管 外 科】第 2 土曜日（午前）　　　　　⇒　第 2 火曜日（午後）

【ペースメーカー】偶数月第 4 土曜日（午前）　⇒　偶数月第 3 火曜日（午後）

▶ 4月から土曜日診療はすべて休診します
　第 2・4 土曜日に診察を行っていた、内科・心臓血管外科・小児科の診察は 4 月から
　休診となり、土曜日はすべて休診となります。なお、救急患者については今までどお
　り対応します。
　また土曜日休診に伴い、水曜日午後の小児科は毎週診察を行います。
　詳しくは、3 月 20 日に全戸配布しました『せせらぎ臨時号』をご覧ください。

【問合せ】日野病院組合　日野病院（電話 72-0351）

　
　

　

協力：日野町歴史民俗資料館友の会

第８回
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野
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に
関
す
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写
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建
物
や
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祭
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事
な
ど
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②
日
野
町
お
よ
び
旧
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村
に
関
す
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③
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史
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※
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ま
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せ
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だ
さ
い
。
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の
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つ
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て
は
、
町
史
編
さ
ん
に
使

用
す
る
予
定
で
す
。

明治 39 年の叙勲状

日野弁ピックアップ「からだ・姿勢」
あおのけ… 仰向け。いずま… あぐら。
おっちん… しゃがむ。座る。から… 背丈、体格。
しりたぶら… お尻。つくばう、つくばる… うず
くまる。かがむ。みみたぶら… 耳たぶ。ももた
ぶら… 太もも。

※馬がよく噛む様子から、馬具の轡（くつわ）で口中の部分
を「はみ」といいます。また、武士が俸禄（ほうろく）を得
ることを、「禄（ろく）をはむ」ともいいます。


